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マ クマー ド基地,ア ム ンゼ ン ・スコッ ト
南極点基地 を訪問 して
石 沢 賢 二
1.はじめに
平成9(1997)年の12月初旬から約2週 間,交換科学
者 として米国のマ クマー ド基地とアムンゼン ・スコット
南極点基地を訪問 した,マ クマー ド基地や南極点基地に





国基地では実際 どの ように対 処しているのか,私 はこの
ことに最 も関心があった.ま た,環境問題に関連して,省
エネルギー と自然エ ネルギーの利用もぜひ調査 したかっ
た.さ らに,米 国基地のオペ レーション全体を見て,日
本隊のそれと比較できる絶好の機会で もあった.
2.南 極 までひ とっとび
ニュージーラ ン ドの クライス トチ ャーチ からマクマー
ド基地 までの直線距 離は,3814kmであ るが,C-130大型
輸送機 に乗 れば約8時 間で着い て しまう.砕 氷船で1ヵ
月以上 もかかる 日本の南極 観測隊 しか知 らない私 にとっ
て,文 明圏か ら南極 まで,そ の 日の うちに行 き来がで き
るなんて,夢 の ような話であ った,乗 客48人 と大 きな貨
物 を積 んだ機体 は,12月1日 の夕刻 にマ クマ ー ド基地 に
到着 した.こ の時期は,ま だ海 氷が安 定 してお り,航 空
機 は車輪 で離着 陸する こ とがで きる.し か し,日 射が強
くなって海表面 に水た まりがで きる と,滑 走路は海氷か
らロス棚氷 の雪面 上に移動 しな けれ ばな らない.こ の 日
も海氷か ら陸 地にあが る所 には多 くのパ ドルがあ り,乗
客輸送用 の大型バ スが通れ な くなるのは時間の問題 とな
って いた.マ クマー ド基地 の海 氷 に着陸 して辺 りを見回
す と,航 空機 が5,6機 駐機 している.さ らに権 に乗 った
建物 が20棟以上,燃 料 タ ンク群,人 の背丈 ほどもある大
きな タイヤを履 いたバス な どが 目に飛 び込 んで くる.ア
メリカの航空機 オペ レー シ ョンの壮 大 さを一気 に感 じさ
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南 極点基地で荷下 ろ しす るLC-130大型輸送機
せる ような光景 だった.
3.航空機の運航
米国が1997/98年の シーズ ンに使用す るLC-130型輸
送機 は,全 部 で9機 あ り,こ の うち,5機 を海 軍,4機
を州空軍が運 航 して いた.ま た,ニ ュー ジー ラン ド空 軍
のC-130型機 も12往復す るこ とになっていた.こ の機種
の他 に,さ らに大型 のC-141輸送機や最大積載重量が118
トンもあるC-5型輸 送機 も海氷が安定 してい る10月 か ら
11月初め に飛 行 している.こ れ らの機体 に よる南極 とニ
ュージー ラ ン ド間の飛 行は,合 計 で115往復 計画 され て
いた.一 方,南 極 内ではスキーを装着 したLC-130型機が
もっぱ ら使わ れてい る.マ クマー ド基地 か ら南極点基 地
や ロシアのボ ス トー ク基地 などに頻繁 に飛 んでお り,一
シーtズンに342往復 に も達する.こ の機体 で南 極点 まで
飛 ぶ とす ると,往 復燃 料を搭載 した他 に,約12ト ンの貨
物 を運ぶ ことがで きる.こ れ らの航 空機の運 航は,こ れ
まで海軍が担 当 して きたが,1999年を最 後 に南極 か ら完
全 に撤退 し,そ の 後は,空 軍が担 当す るこ とにな る とい
う.マ クマー ド基 地や南極点基地,そ の他 の観測拠点 に
は,夏 期 に約1300人が滞在 するが,そ の うち航空機の運
航 に直接 関係す る軍人だけで も240人もい る.そ の他 に
も,滑 走路 の整備や貨物 の積 み降 ろ しな どは一般 の設営
隊員(ASAと い う契約会社の社員)が 行 うので,航 空機
輸送 に係 る人員は相 当な数 になる はず だ.ち なみに研 究
者 は約240人であ る.マ クマ ー ド基地 には,立 派 な研 究
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棟 もあるのだが,海 洋 生物研 究 などが.盛んなだ けで,も
っぱ ら内陸や沿岸 のフ ィール ド調査 を支える補給 基地 と
なっている.
マ クマ ーー ドJ,導地 周辺 には,海 氷の 他に2ヵ 所 に滑 走路
があ る.ひ とつ は,ロ ス棚氷.ヒの雪 ヒ滑走路 で,約11km
離 れた海氷滑 走路 か らすべ ての施設 を.・日で移動 し,海
氷が 使えな くなる12月 中旬 にオープ ンす る.こ こでは車
輪 が使 えず,す べ て スキ 一ーに よる運航 とな る.ス キーを
付.ける と,離 陸 に負担 がかか り,貨 物 重量 を3,6トンも減
らさなければならない.そ のため,1月 中旬になる と,基
地か ら12km離 れた棚氷上 に,タ イヤで離着陸 で きる滑
走路 が開 かれる,し か し,こ こは 半裸氷帯 なので夏 の 日
射 が強い時 期には,ノミ面の氷が融 解 し,使 えない.こ の
時期 は,雪 を被せて氷 の融解 を防 いでい る.こ の よ うに
滑走路の確保 には多 くの 努力を払 っている.
日本隊 で も最近,大 型航空機運 航の要求が研 究 者の間
か ら高 まってい るが,米 国の よ うな 大が か りなオペ レー
シ ョンは到 底不EiJ能であ り,整 備 に人f'がかか らない裸
水精 な どを滑走路 と して利用す るのが,最 も安 ヒが りで
.[IJ'能性のあ る方法 だと思 われた.
4.廃 棄物処理
マ クマ ー ド」上地の 廃棄 物処 理 部 門 は,　SEH　CSafty.
Envii'onment　and　Health　Division〕　とい う組織 の[i・に存
在す る.　SEHの 中には,廃 棄物 処理の他 に,安 全 腱 築
作業 中の安 全管理 など),医療,消 防.環 境1飲 料水や.ヒ
壌 の検 査な ど}の4部 門がある.　SEH全 体の 人数は夏期
に79人,越 冬期 は18人で運営 される.こ の中で最大の勢
力は,総 勢43人の消防部門で,基 地 に16人,滑 走路 に6
人が2・1時間態勢 でワ ッチを組 んでい る.ガ レージには水
タンクを装 備 した消防車が3台 もな らび,火 災現 場 まで
2分 で駆 けつける ことが で きる.当 然,救 急車 も電話1
本で飛び出 してい く,
ところで.肝 心の廃棄物処理 部門だが.全 部で20人 で
仕 事 を していた,処 理施設 を見学 して 私が最 も驚い たの
は,汚 水処理,高 速 カ ッターで汚物 を粉 砕する以外,何
の処理 もしないで海 に流 してい る.日 本隊は,来 年か ら
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てた り,配 管二1:事を急 ピッチで 準備 してい るが,実 に対
照的であ る.し か も飲料水用 にす る海水の取水rlが,排
水位置か ら約200mし か離れていない.次 に驚 いたのは,
"J.燃物の焼 却は いっ さい行 わず ,生 ゴ ミさえも冷凍 コ ン
・ナ・入れて持 ち帰 る・ とであ・.マ ・マー ド馴 には,●
1グリー ンウエー ブ」 という貨物船 が年1回 物資 を補 給 し,
帰 りにこれ らの ゴ ミをすべて持 ち帰る.そ れ に対 して,日
本隊で は.生 ゴ ミ処理用 炭化装罹 と.ii隼通の焼却炉 を運転
して可燃物 を処理 してい る.さ らに,夏 期 に出 る木枠の
梱包材'などは 「野焼 き」 に頼 って きた.し か し,南 極環
境保護法の 発効 によ り,Y－成10U998}fFの7月か らは
「野焼 き」が で きなくなる.梱 包材 は,今 の設備では処理
しきれ ないので,持 ち帰 る必 要が あろ う.と ころで,ア
メ リカ隊が焼却炉 の使用 をや めた理Ellは,廃棄物 全体に
対す る 日丁燃 物 の容 積が7%し かない ことが11rl明したため
で ある.翻 って昭和基地 の越 冬中 に出 る,生 ゴ ミを除い
た可燃物 ゴ ミの量 を調べて 見る と,・1-5ト ンである,こ
れ らのデ ・一夕や国「人1での ダイオキ シン問題 などを考慮す
る と,可 燃物 は持 ち帰 る方法 も今後1食評す る必 要がある
の か もしれない,
5.自 然 エネルギ ー ・省 エネル ギー
マ クマ ー ド基地では,エ ネルギー に関 して も驚 くべ き
ことがあ った..'F均電力が2000kWもあ るのにコ ・ジェ
ネレーシ ョン(電 熱併給)が まった く行 われ ていない こ
とで ある.こ れに対 し,昭 和基地で は,発 電機 に使用す
る燃料熱 量:の実に70%を 回収 してい る.さ らに40次隊か
らは排気 ガスボイラーを設置:し90%以Lを 【1指している.
しか し,南 極点基地 では コ ・ジェネ レー シ ョンを有効 に
利用 していた.そ の 第1は,ロ ドリゲス井戸 と呼 ばれ る
もの であ る.こ れは,1950年代か らグリー ンラン ドな ど
の氷 床基 地で用 いられて きた もので,発 電機 の余熱で温
め た温水 を氷床 に循環 させて氷 を融 かす,飲 料 水用の井
戸である.井 戸のkき さは,現 在.直 径23m,深 さllOm
になってい て.基 地 の人たちは西暦1000年頃 に積 もった
雪 の水 を飲 んで いることになる,
2番 目に感心 した設備 に トロンブ壁 がある,こ れは,窓
の内側 に黒 く塗装 した壁 を設 け,太 陽 光の熱量 で窓 と壁
一2一
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の間の空気 を暖め る とい う ものである.夏 の間,南 極 で
は太陽 が沈 まな いため,た いへ ん有効で,た とえば,夏
期隊員宿 舎や屋外 トイレ,航 空機 待合室 な どに利用 され
てい る.単 純 な構造 なのだが,外 は一30～-20℃であっ
て も内部は暖房 なしで もポ ッカポ ッカであった.ま た,マ
クマー ド基地の南33kmに あるブ ラック島 の通信基地で
は,3kWの 風 力 ター ビン4基 が 元気 よ く回転 し,太 陽
光 ・風 力 ・デ ィーゼ ルエ ンジ ンのハ イブ リッ ド発電で基
地 の電力 を賄 っていた,
6.分 業化 と適正規模
基 地の オペ レー シ ョンに関 して,今 回の調 査で最 も感
じた こと と言 えば,基 地 の作業 は ことご とく分業化が進
んで整 然 と行 われ ていたこ とであ った.基 地 と滑走路 間
のバスの運転手,理 容師,消 防士,航 空機の燃料補給係,
野外サバイバル訓練担当者,ス ノーモ ビル修理工な ど,こ
とご と く仕事 が細 分化 されてお り,そ れぞれ は他の分野
に手 を出す ことはない し,で きない.私 ご とで言 えば,南
極 に行 って何 が一・番楽 しいか と言え ば,あ る時は機械屋
にな って車の修理 を し,あ る時は内陸旅行 を しなが ら観
測の手伝い をす るなど,日 本では経験で きない多種多様
な こ とがで きるこ とで ある,そ れが アメ リカ基地で は も
はや不可能 に なっている.兼 業 す るとい う発 想が ない の
で,設 営隊員 の数 は膨大 になる,確 か に分業 化は必要 だ
が,過 度 の分 業化 は人間性 を喪失 させ,全 体 の効率 に も
悪影響 を及ぼす ような気 が した,
米国の航空 機 オペ レー ションやマ クマ ー ド基地 などの
施設 を見て感 じるのは,こ こは人口1000人の一一つ の町 で
あ り,昭 和基地はたった60人 の小 さな集落,あ るいは大
きな1家 族 であ る とい うことだ.大 きな観測 施設 を作 る
にせ よ,基 地 の インフラを整備 す るにせ よ,1000人の 町
にはそれな りの,40人 ～60人の集落 には またそれな りの
適正規模 とい うものが ある ように思 う.日 本隊が アメ リ
カ化 に向か うのか,そ れ とも独 自の道 を模索 するのか,い
ろん なこ とを考 え させ られた出張であった.
(筆者:国立極地研究所事業部観測協力室専門職員)
第20回極域生物シンポジウム
平成9年12月4日 と5日 の2日 間にわた リ,極 地研講
堂 において標記 のシ ンポ ジウムが開催 された,参 加者 は
外 国人8名(ド イツ,フ ランス,カ ナ ダ)を 含み,2日
間あ わせ て延べ145名,発 表件数 は口頭発 表10件,ポ ス
ター発表68件 であった.
口頭 発表 は海 洋の分 野では有孔虫化 石群 種組 成の解析
か らリュッ ォ ・ホルム湾東部の過去数 万年 間の古海洋環
境 を復 元 し,過 去 の海洋環境 変動 と氷床後 退の規模及 び
海 洋生物 群 の挙動 について報告 された,ま た衛星 リモ ー
トセ ンシング観測 に よる海氷 とクロロ フィル濃度の時系















グル島よ り毎年土壌 を採取 し,藻類の経年変化を追う観




された,ま た,土 壌の栄養塩 も同時に分析す る必要があ
り,た とえばペ ンギンルッカリーや居住地の トイレの近
くのみに出現する緑藻類のナンキ ョクカワノリは富栄養
化と関係するため,環 境モニタリングの指標藻類 として
有効であるなど,興 味深い報告があった.他 に数年 ぐら




質,海 洋におけるCOzのとりこみ,微 小生物群集,ア イ
スアルジー,動物プランクトン,魚類,貝類,海 鳥類,鯨
類に至るまでの様々な海洋生物を対象 とした生理,生 態
学的な研究,陸 上生物では南極,北 極,高 山などの細菌
類,藻 類,コ ケ類,種 子植物についての研究結果が発表















フラ ンス国立 中央 科学研究機構 環境氷 河地球
物理研究所(LGGE)・ ・一等管理官
平成10年1月5日 ～5月6日
極域大気 ・雪氷化学 に関す る研 究
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第36次南極地域観測隊 「ドー ムふ じ観測拠点越冬隊」
が,働 日本極地研究振興会が新たに創設 した 「南極賞」
(南極の調査 ・研究において顕著な功績を上げた個人又は





本研 究所 が主催 します 国際SuperDARNワー ク シ ョッ
プが以 下の とお り開催 され ます,
名 称 国際SuperDARNワー クシ ョップ
開催 日程 平成10年7月7日(内 ～10U〔斜




学)の 平成10年度入学者選抜試験(面 接試験)が,平 成
10年2月3日(火)に 本研究所 にて実施されました.入




10月3日 一10月20日 　 Dr,　BERKMAN.　 P.　R.　(オハ
イ オ 州 立 大 学 助 教 授)
10月8日 ～10月17日 　 Pref.　LAWVER、 　L,　A.　(テキ
サ ス 大 学 オ ー ス チ ン 分 校 教 授)
10月ll日 ～10月12日 　 Prof.　CONDIE,　K.　(ニュ ー メ
キ シ コIE科大 学 教 授)
10月11日 ～10月18日 　 Prof.　GREW,　E.　S.　(メー ン
大 学 研 究 教 授)
10月12日 ～10月13日 　 Prof.　ELSNER.　 R.　(ア ラ ス
カ 大 学 海 洋 研 究 所 教 授)
10月15日 ～10月16日 　 Dr,　STUWE,　K.　(モナ ッ シ ュ
大 学 研 究 員)
1O月15日 ～10月17日 　 Dr.　KONILOV,　A,　N,　(ロ シ
ア 科 学 ア カ デ ミー 研 究 員)
Dr.　MINTS,　M,　V.　(ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー 研 究
員)
Prof.　HARLEY,　S.　L.　(エジ ン バ ラ 大 学 教 授)
キ ム ・ヤ ー ドン　(Dr,　KIM,　Y-D)　(韓国 海 洋 研 究
所 極 地 研 究 セ ン タ ー 長)
リ ー ・ダ ン キ ム　 (Dr,　LEE,　D-K.　(同セ ン タ ー
研 究 員)
Dr.　FRASER,　G.　L.　(アデ レー ド大 学 特 別 研 究
員)
10月15日 ～10月19日 　 Prof.　JANARDHAN,　 A.　S,
(マ イ ソ ー ル 大 学 教 授)
10月15日 ～10月22H　 Dr,　HENSEN,　 B.　J.(ニ ュ
ー サ ウ ス ウ ェ ー ル ズ 大 学 助 教 授)
10月17日 　 Dr,　BALAN,　N.　(名古 屋 大 学 太 陽 地 球 環
境 研 究 所 客 員 助 教 授)
10月20日 ～10月22日 　 Dr.　HOYSETH,　W.　(カナ ダ
太 平 洋 生 物 局 研 究 員)
10月31日 ～ll月12日 　 Prof.　JOHNSEN,　S.　J.　(ア イ
ス ラ ン ド大 学 教 授),　Mrs.　JOHNSEN.　P.
11J'13日～11月8日 　 Mr.　BERG.　K.　(フラ ム 号 博 物
館 館 長)
H月5H～11月9日 　 Prof.　CLAUSEN,　H.　B.　(コペ
ンハ ー ゲ ン大 学 教 授)
11月6日 ～11月21　 }.|　Dr.　WASILEWSKI.　P.　(米国
航 空 宇 宙 局 ゴ ダ ー ド宇 宙 飛 行 セ ン タ ー研 究 員)
11月7日 ～ll月8日 　 Dr.　HROUDA.　F,　(チェ ッ コ 国
科 学 ア カ デ ミー 地 球 物 理 学 研 究 所 研 究 員)
12H3日 ～12月4日 　 Dr.　NIEKE,　B.　(ダル ホ ー ジ ー
大 学 研 究 員)
12月7日 ～12月14日 　 Dr.　BARBER,　 D.　(マニ トバ
大 学 助 教 授)
12月8日 ～12月15　 [1　Prof.　DEMERS.　S,　(ケベ ッ ク
,k学教 授)
Prof.　LEGENDLE,　L.　(ラバ ル 大 学 教 授)
Prof.　FORTIER,　L.　(同大 学 教 授)
Dr.　RIVKIN,　R.　(ニュ ー フ ァ ン ドラ ン ド大 学 助
教 授)
平 成10年
1月19日 ～1月20日 　 lj　魔 王　 (Prof.　Shi　Guang-yu)
(中国 科 学 院 大 気 物 理 研 究 所 教 授)
1月27日 ～2月2日 　 Dr.　ANCEL,　A.　(フラ ン ス 国 立
一4
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科学研 究所 生態 生理エ ネルギ ー研 究所 研究 員)
1月30「ト2月8口 　 Dr,　MARCHANT,　H.　(オー ス
トラリア南 極局研究部長)
2月5日 ～2月6FI　 Dr.　REID,P,　C.(ハーデ ィー海
洋研究 所主任研究員)








11月に入 ると 日射 も強 まり,気 温 も高い 日が 多 く,雪
解け水が流 れ,一 気 に夏 の趣 とな る.野 外 活動 も活 発に
行われ,39次 隊の受 け入れ準 備 も着々 と進 んだ.● 8名の ドーム旅行隊 は,11月3日 に帰路 に就 き,19日
に無事昭和 基地 に帰投 した.ド ー ム観測拠 点か らは,使
用済みのヘ リウムボンベや廃棄物 を持 ち帰 った.
基地周辺 の海氷 は安定 しているが,西 方十数km以 遠は
大 きな開水 面が広が った,こ の影響で 「しらせ」 は昨年
よ り11日も早 い12月16日 に昭和基地 に接 岸 した.接 岸
後直 ちに大型物資の氷上輸送などが行われた.さ らに,今
年 から始 まった基地 に残置 の大型廃棄物70ト ンの氷上輸
送 も実施 した,
しか し,38次隊に急病 人が発生 したため,「 しらせ」 は
急遽 患者 と付 き添 いの医師 を乗せ ケー プタ ウンに急行す
るこ とにな り,1月8日 に昭和基 地 を離れ た.そ の後15
日にケープ タウンに入港 し,病 人 と医師は ユ6日夜 には関
西 国際空港に到着 した.
1日26日,「 しらせ」 はケ ープ タウンか ら再 び リュッ
ォ ・ホルム湾 に戻 り,持 ち帰 り物 品の空輸 を行 った.
ドームふ じ観測拠点
10月に沈 まな くなった太陽の高度 はどん どん高 くな り,
11月初め には一60℃であった最低気温 は月末 には一40℃
近 くにな った.日 差 しが 強ま り,雪 上車 やデポ棚 に付 い
ていた霜 もな くなった.
10月28日に到着 した補給旅行隊 は,重 力観測や車両整
備 などを終 えて,1ユ月3日 午 後帰 路 に就いた.
12月は最高気温が 一20℃まで上 が り,暖 か く感 じられ
た.し か し,ブ リザ ー ドも含 めて風が 強 く,基 地 の周 り
には大量 の ドリフ トが付 いた.雪 氷観 測で は,ド ーム周
辺 の観測 旅行が行 われた.こ の際,30年 前 に閉鎖 した米
国の プ ラ トー基 地 を発見 した.
1月8日 に39次旅行隊5名 が到 着 した.家 族か らの第
1便や新鮮 な野 菜 ・ビールは,隊 員 に新た な活力 をもた
らした,
1月23日 に冷水循環系 の停 止作業 を行い,24日 には,
3年 間 回 り続 けた発電機 を停 止 させ,基 地の 閉鎖作 業 を
完 了 した.8名 の後 発旅行隊 は,17日 に先 発 した6名 の
後 を追 い,無 人 となった基地 をあ とに した.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealevel)　〔hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative
　 humidity)　(%}
平 均 風 速(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max,
　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
最 大瞬 間 風 速(Gust}　 〔m/s)
平 均 雲 量(Meaneloudcover)　〔1/10)

















































海 色 と 植 物 色 素 濃 度(ク ロ ロ フ ィ ル α)
と の 関 係
図1は1997年121川.二 「し ら せ1船 「.に才」い て 受 信
し たNASAの 海、色 セ ン サ 　ー・　Sea　WiFS　,Sea-vie"'ing
、Vide　Field-of-vie"'　SensOr～の[llll{象テs・.夕で あ1〕.オ
・一ス トラ リ ア 西 岸:沖の ク 日 日 フ ィ ル σ濃 度 を 大 し て い
る.海 ・洋 生 物 学 の ラ♪野 で は,こ の よ う な 海 亀 画 像 が 最




い て も 例 外 で は な く,ア クセ ス の 困 難 で あ る 南 大 洋 の
ク ロ 日 フ でル"濃 度 を 測 定.Sる 「・段 とLて 期 待 さ れ て
い る,
こe)ク[1ロ ソ イ ルti∫濃 度lj・イ1iび)へ..t't-7':よ「1毎・t'.)色
1海色 〕.1から 見 積 も ら れ た も の で あ る が.海 色 セ ンサ
ー に よ っ て 捉 え ら れ る 「海 の 色1と は'Jノ:真な ど の 通 常
の'色 」 で は な く,海:面 か ら射.出す る!..[句き輝 度 あ る
い は1痂rに:お け るJX射 率 の ス ヘ ク トラ ム を 、ト馴こす る.
図2に 示 ㌧ た グ ラ フ は 現 場 観 測 で 得 ら れ た ク 日 日.ノイ
ルrバ震度 ヒ.十lf]1き渉ili度`1Lw)スペ ク トラ ム と の 関 係
を 表 し て い る.ク ロ[1フ ィ ルClの推 定 に 用 い ら れ て い
る 波 長 帯 は.可.1見域14〔)0-700nm.,つ ま り 人 間 の 目
が 感 じ る こ との で き る 波 長 帯 で あ る.こ の 可 視 域 の 波
」.ミ・ilVのう ち ク|/ロ ブfルa濃 度 の 変fヒ1.二作 り.こ600nm
以.1・'の知:波長 側 が.大き く 変fヒ し て い る こ と が わ か る .
ク|」ロ ブrルa1農1斐 力tfikい日ts-1こ:よ,・IOO-500nmu)
Lwが ノくき く500nmJ'J.[1て急 激 に 小 さ く な'、て い る た
め.海 は11∫色 を111-.する.逆 に ク 口 口 フtル`,濃 度 が 高
い 時 に は.100...50011mのLwが小 さ く な:t.500.-
60〔}nmのLwが ノくき く な る た め,海 はIll:緑色 をi1[..す
る.ク ロHフfルCt濃 度 分 布 の 一、「・ソフ は ,.数式 と して
.表ご・れ た こ び).!1.僚1き.i/.../li.霞二あ る 、.・は レニ射 咤・「:.とクIJτド ノ.イ
ル で,濃度 の 関 係 〔水 「i]アル ゴ リ ス.ム::1に基 〆」い て 作 成
さ れ て い る,低 域 に お け る こ の 関 係 は 他 の 海・域 と 大 き
く 異 な る1..二め ヤ 極 域4.Fl.・有 の 水iいア.ルゴ リ ズム を 憐.i発㌧.
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